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会員の活動報告
（昭和56年10月～昭和57年9月）
伊藤誠宏
くL'Astree(第1部）〉における未来形動詞の語形について（開西大学「文学論集」
第31巻第 3• 4合併号，昭和57年3月）
近江康則
中期フランス語における直接目的補語の前置について（「天理大学学報」第136輯，
昭和57年9月）
小方厚彦
十六世紀フランスの出版界について（「流域」第9号，昭和57年 9月）
奥純
Dans le labyrintheについて一一想像力から現実ヘ一ー（「仏語仏文学」第12号，
昭和57年2月）
加藤美雄
アグリッパ・ドービニェの人間像と詩篇「春」の成立 (3) (「文論論集」第31巻．
第1号，昭和56年10月）
ネルヴァルの誘惑（「仏語•仏文学」第12号，昭和57年 2 月）
アグリッパ・ドービニェ：「春」（の翻訳） （「流域」第6号 Automne,1981, 昭
和56年10月）
アグリッパ・ドービニェ：「春」（の翻訳） （「流域」第7号 Hiver,1982, 昭和
57年2月）
アグリッパ・ドービニェ：「春」の翻訳） （「流域」第8号 Printemps,1982, 昭
和57年6月）
アグリッパ・ドービニェ：「春」（の羅訳） （「流域」第9号 Automne,1982, 昭
和57年9月）
「ユマニテ」の思い出 （「流域」第9号 Automne,1982, 昭和57年9月）
川神偲弘
サルトル：スカトロジーヘの郷愁（「文学論集」第31巻，第1号，昭和56年10月）
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下條和枝
「意識」より「無意識」ヘ ―ア）レベール・カミュの場合一~（日本フランス語
フランス文学会秋季大会口頭発表，昭和56年10月25日）
津川廣行
A. Gide の作品における「因果関係」ー~ レシ，ロマンをめぐって—―­
（日本フランス語フランス文学会秋季大会口頭発表，昭和56年10月）
ジイドにおける変化と無変化の様相ー一その人間的時間をめぐって一（「仏語・
仏文学」第12号，昭和57年2月）
中尾塩子
Les temps du passe au XVII0 siecle -le passe simple et le passe compose 
（「仏語仏文学」第12号，昭和57年2月）
久野誠
「プルーストと形容詞の列挙」 （「仏語•仏文学」第12号，昭和57年 2 月）
「リファテールと文体構造」 （関西フランス語研究会口頭発表，昭和57年5月）
平田重和
語学教育の問題点，第二外国語「人間的変革を期待」（「関西大学通信」第118号，
昭和57年4月8日）
本田忠雄
古フランス語のすすめ （「流域」第 7号，昭和57年2月）
円尾健
ふたたび「筑波大学」（長須祥行）をめぐって （「書評」第58巻， 1981年12月）
ゼミナール拝見 （「葦」第62号， 1982年7月）
丸瀬康裕
Baudelaireにおける Spectateur-―パリ詩篇をめぐって一ー（「仏語・仏文学」
第12号，昭和57年2月）
山村嘉己・
ボードレールと美術批評 （「書評」第60号，昭和57年4月）
ボードレールと美術批評（その二） （「書評」第62号，昭和57年9月）
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辞書のはなし (「NHKテレビーフランス語講座」第4, 5月号，昭和57年4月）
フランス文学プロムナードー文学講座 (12回）（北千里公民館，昭和56年9月～昭
和57年9月）
フランス文学プロムナード 第二回 (10回） （北千里公民館，昭和56年10月～
都市と文学ー研究ノート （朝日新聞）
修士論文題目
昭和57年3月
角田謙一 現代生活の詩人ボードレー）レ
木下ゆりえ 『内的体験』試論―non-savoir:transgression du savoir 
申 允成 フローベール『感情教背』試論
三森伸志 17世紀におけるフランス語動詞の不定法について
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1982年も暮れようとするときこの後記をかきはじめると，世のなかが次第
に予期しない方向に旋回し，民主主義の風潮がいささかうすれつつあること．
開西大学フランス文学科の進路にもなにか危惧すべきものが見えはじめたこ
とに気づくのである。憲法改正の波が議会にも押しよせようとするときあま
り油断するとこの世界が一挙に40年前の非常事態につっこみかねない様相が
うかがわれる。用心にしくはないI
さてフランス文学教室に奥純専任識師が着任。今後の成長株として自重と
努力を要望したいものである。また小方厚彦教授が大学院文学研研科の科長
の要職につかれることになつた (10月）。
＊ 
12月11日，開西大学フランス文学会が開催された。そして二つの研究発表
があつた。
ここで思い起されるのは去る10月24日，岡山大学で行われた全国大会とし
ての日本フランス語フランス文学会でのことである。最近ますます慎重緻密
の度を加えつつある研究内容に比し，その発表後の質疑応答が少いという問
題である。正直なところ発表内容が一般に理解しにくいほど高度または特殊
化している場合がある。高度なことをなるべく解りやすく話すという技術が
むずかしいことは当然としても，せめて複雑な理論やデーターを説明すると
きはゆっくり落ち着いて話すだけの心遣いが発表者の側に必要なのではなか
ろうか。むずかしいことを早口にしゃべり切るというやり方は，もうこの時
代では通用しないのではないか。勿論，ゆっくり説明しても内容がつまらな
ければ論外である。
＊ 
さて今回の学内の発表会では第ーは博士コース後期の柏木治氏が「スクン
ダールと音楽論」と題して発表された。スクンダールの音楽家列伝や絵画論
が多くの剰窃を含みながら，なお多くの人々に読まれているのは，音楽と絵
画，肉体的なものと理性的なものとの対立を通して，スクンダールがいかに
して核としての感覚的なものを認識するにいたったかというその過程を強調
し，いわゆる「神聖な言葉」としての音楽がもつ透明性と肉体に与える悦び
としての価値を混同してはならないことを説きつつ，音楽の分野の特殊性と
文学の世界との開係を暗示する発表として共感を呼ぶものがあった。また質
疑応答がかなりの数にのぼった。
奥純氏の「ラ・ジャルージ（ロプ＝グリエの小説）再論」はまさに従来の
同氏の意見のくりかえしであり，いささか新鮮味に欠けるものがあった。し
かしロプ＝グリエの作品に見られる無時間的構成の問題，すなはち直説法現
在形の動詞を多用したこの小説の文体は問題を含むものとして今後に残され
た論点であることが明かになったようである。
＊ 
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1983年ははたしてどのような年になるか。諸兄の自重が望まれるところで 1 I あろう。
（加藤） l 
____J 
＼ 関 西大学仏文学会々則
I 1. 本会は関西大学仏文学会と称し、事務所を関西大学文学部仏文学
I 科合同研究室に置く。
/ 2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と、こ
； れに関連する事業を行なうことを目的とする。
） 3. 本会は次の事業を行なう。
! 
1. 機関誌「仏語 仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
i 3. その他本会の目的にかなう事業
I 4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
I 
1. 関西大学文学部仏文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科仏文学専攻学生、およびその卒業生
3. 関西大学文学部仏文学科学生、およびその卒業生
i 5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
: 6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし、重任を妨げない。
! 1. 会長 1 名
I z. 委員 若千名
, a. 企画委員I b. 編集委員
） C. 庶務•会計委員
： 会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
） はこれを統括する。
） 7. 会員は機関誌「仏語仏文学」等の配布をうけ、その他本会のお
＇ こなう事業に参加することができる。I a. 本会の重要事項は総会の議決による。
-- ----―" 
仏 語・仏文学 第 13号
1983年 2月 28日発行
編集•発行
印刷所
関西大学仏文学会
吹田市山手町
関西大学
フランス文学研究室
アテネ出版印刷株式会社
大阪市東住吉区桑津3-13-18
電話 06-713-0471番＜代＞
（非売品）
